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師
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
を
知
り
、
教
え
を
受
け
、
受
洗

し
た
。
そ
の
息
子
長
尾
巻
は
牧
師
と
な
り
、
さ
ら
に
長
尾

丁
郎
牧
師
を
育
て
る
。
こ
の
長
尾
丁
郎
牧
師
は
46
年
間
、

越
谷
教
会
で
牧
会
し
、
越
谷
幼
稚
園
を
設
立
す
る
。

　
崩
れ
に
よ
る
信
仰
の
純
化
す
な
わ
ち
福
音
化
は
信
仰
が

崩
さ
れ
る
現
実
の
中
で
、
十
字
架
の
福
音
の
力
と
な
っ
て

牢
番
を
救
う
。

　
橋
本
司
祭
は
福
音
の
純
化
に
つ
い
て
パ
ウ
ロ
の
言
葉
を

指
し
示
す
。

「
な
ぜ
な
ら
、
あ
な
た
が
た
の
間
で
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
、

そ
れ
も
十
字
架
に
つ
け
ら
れ
た
キ
リ
ス
ト
以
外
、
何
も
知

る
ま
い
と
心
に
決
め
て
い
た
か
ら
で
す
。」（
第
一
コ
リ
ン

ト
二
章
２
節
）

「
天
に
あ
る
も
の
も
地
に
あ
る
も
の
も
、
あ
ら
ゆ
る
も
の

が
、
キ
リ
ス
ト
の
も
と
に
一
つ
に
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
で

す
。」(

エ
フ
ェ
ソ
一
章
10
節)

「
パ
ウ
ロ
は
見
事
に
福
音
化
を
す
す
め
、
ル
タ
ー
も
『
聖

書
の
み
』
と
福
音
の
純
化
を
は
か
っ
た
」
と
橋
本
神
父
は

語
る
。

　
信
仰
が
崩
さ
れ
る
現
実
の
中
で
福
音
の
純
化
が
起
こ
り
、

す
べ
て
の
教
会
を
一
つ
に
し
、
伝
道
を
進
め
、
キ
リ
ス
ト

の
平
和
を
実
現
し
て
行
く
力
と
な
る
。

 

信
仰
の
純
化
の
歴
史
に
つ
な
がって
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２
０
１
７
年
11
月
23
日
、
カ
ト
リ
ッ
ク
浦
上
教
会
で
開

催
さ
れ
た
日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
・
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク

司
教
協
議
会
共
同
主
催
の
宗
教
改
革
５
０
０
周
年
共
同
記

念
礼
拝
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
、
お
招
き
を
受
け
て
参
加
し

感
動
し
た
。

　
特
に
橋
本
勲
カ
ト
リ
ッ
ク
中
町
教
会
主
任
司
祭
の
「
長

崎
か
ら
の
声

―
苦
難
の
歴
史
を
踏
ま
え
て

―
」

の
お
話
し
に
心
揺
さ
ぶ
ら
れ
た
。

　
信
仰
が
崩
さ
れ
る
現
実
の
中
で
「
一
番
搾
り
」
と
笑
わ

せ
な
が
ら
、
不
純
物
を
取
り
除
い
て
純
化
の
歴
史
を
、
す

な
わ
ち
福
音
化
の
歴
史
を
興
味
深
く
話
さ
れ
た
。

　
１
７
９
３
年
の
浦
上
一
番
崩
れ
か
ら
１
８
６
７
年
の
浦

上
四
番
崩
れ
ま
で
、
信
仰
が
崩
さ
れ
る
現
実
の
中
で
信
仰

が
純
化
さ
れ
、
福
音
化
の
歴
史
に
具
体
的
に
つ
な
が
る
私

が
仕
え
る
越
谷
教
会
の
歴
史
が
あ
る
。

　
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
と
し
て
信
仰
を
守
り
続
け
た
が
浦
上

四
番
崩
れ
で
は
、
お
寺
で
の
葬
儀
を
拒
否
し
キ
リ
ス
ト

教
信
仰
を
表
明
し
た
た
め
に
浦
上
村
か
ら
３
３
９
４
名

が
二
十
万
石
以
上
の
大
名
に
配
流
さ
れ
、
拷
問
な
ど
で

６
６
２
人
殉
教
し
た
。
引
き
ず
ら
れ
て
行
く
信
仰
者
は
信

仰
の
確
信
の
ゆ
え
に
明
る
か
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
加
賀
百
万
石
の
牢
番
は
配
流
さ
れ
て
投
獄
さ
れ
た
宣
教
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日
本
キ
リ
ス
ト
教
連
合
会
が
主
催
す
る

「
法
人
事
務
・
会
計
実
務
研
修
会
」
の
概

略
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
昨
年
10
月
に
恒
例
の
「
法
人
事
務
・
会

計
実
務
研
修
会
」
が
、
秋
の
紅
葉
シ
ー
ズ

ン
を
前
に
し
た
富
士
箱
根
ラ
ン
ド
・
ス

コ
ー
レ
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
受
講
者
36
名
、
ス
タ
ッ
フ
11
名
、

合
計
47
名
の
参
加
で
し
た
。
受
講
コ
ー

ス
は
、「
A
法
人
事
務
」「
B
会
計
実
務
」

が
設
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
、
A
コ
ー
ス
は
、

常
任
委
員
の
久
保
公
平
氏
と
道
家
紀
一
氏

に
加
え
て
松
田
正
子
氏
（
日
本
基
督
教
団

宗
教
法
人
係
職
員
）
が
務
め
ま
し
た
。
B

コ
ー
ス
は
前
年
に
続
い
て
、
税
理
士
の
長

岡
淳
三
氏
が
担
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
各
派
の
法
人
教
会
の
実
務
を
担
う
信
徒

や
教
職
の
参
加
者
以
外
に
、
宗
教
法
人
の

施
設
や
団
体
の
職
員
の
方
々
も
参
加
し
て

い
る
研
修
会
で
す
。
お
互
い
に
学
び
合
え

る
反
面
、
各
個
教
会
と
施
設
や
団
体
と
で

は
講
義
に
求
め
る
内
容
が
必
ず
し
も
一
致

し
な
い
と
い
う
面
も
あ
り
ま
す
。
講
義
に

は
工
夫
が
必
要
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
今
、
質
問
で
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と

は
、残
念
な
こ
と
で
す
が
、教
会
や
施
設・

団
体
の
解
散
に
つ
い
て
で
す
。
宗
教
法
人

の
解
散
に
つ
い
て
は
信
徒
の
方
の
移
籍
以

外
に
、
財
産
の
処
分
も
あ
っ
て
複
雑
な
手

続
き
が
伴
い
ま
す
。
ま
た
、
ケ
ー
ス
バ
イ

ケ
ー
ス
で
あ
る
こ
と
も
多
く
、
原
則
的
な

こ
と
は
お
話
し
で
き
ま
す
が
、
そ
の
都
度

個
別
の
対
応
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
も
う
一
つ
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
が
、

遺
贈
の
受
け
方
で
す
。
こ
れ
は
課
税
問
題

が
発
生
し
ま
す
の
で
、
専
門
的
な
知
識
が

要
り
ま
す
。
長
岡
淳
三
税
理
士
を
中
心
に

特
別
講
座
を
毎
年
設
け
て
い
ま
す
。
昨
年

も
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
ま
し
た
。

　
学
び
だ
け
で
な
く
、
最
初
の
夜
に
全
員

で
ア
イ
ス
ブ
レ
ー
ク
と
な
る
懇
親
茶
話
会

を
持
ち
ま
し
た
。
教
団
教
派
を
超
え
た
、

主
に
あ
る
交
わ
り
の
ひ
と
と
き
で
す
。
二

日
目
の
午
後
に
は
箱
根
の
散
策
や
美
術
館

巡
り
、
小
田
原
教
会
見
学
会
な
ど
、
日
ご

ろ
の
忙
し
さ
を
忘
れ
て
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
で

き
る
時
間
も
用
意
し
て
い
ま
す
。
今
年
の

10
月
に
は
、
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　法人事務クラスは、実務経験豊富な
3 人の講師が担当しました。宗教法人
の原理について、また具体的な事例を
取り上げて、実践的な学びをしました。
　会計実務クラスでは、宗教法人に求
められる財務書類、特に決算書の作り
方について集中的に学びました。
　研修会では、質疑応答の時間もあり
ますので、質問をぜひお持ちください。

2018年秋　第43回 法人事務・会計実務研修会
■ 日時　2018年10月10日（水）〜12日（金）
■ 会場　富士箱根ランド　スコーレプラザホテル

法人事務クラス
会計実務クラス

報告　研修会って、どんなことをするの？　紹介します！

● ● ●
● ● ●
● ● ●



3

別
講
義
に
も
参
加
し
教
会
会
計
に
つ
い
て
の
基
礎
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
●
普
段
専
門
的

に
学
ぶ
こ
と
が
難
し
い
分
野
を
、
集
中
し
て
学
ぶ
こ

と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。
ま
た
休
み
の
時
間
も

多
く
良
か
っ
た
で
す
●
自
由
時
間
が
多
く
、
同
室
の

方
と
良
い
交
わ
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
●
と

て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
●
時
間
的
に
も
余
裕
が
あ
り
、
と
て
も
よ
か
っ

た
で
す
●
ゆ
っ
た
り
し
た
リ
ズ
ム
で
研
修
に
参
加
し

や
す
か
っ
た
で
す
●
初
め
て
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
礼

拝
に
参
加
で
き
て
、
と
て
も
よ
か
っ
た
●
教
派
を
超

え
て
共
に
礼
拝
を
で
き
た
こ
と
は
喜
び
で
し
た
●
カ

ト
リ
ッ
ク
の
ミ
サ
も
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
感
謝

で
し
た
●
ゆ
っ
く
り
で
き
て
、
と
て
も
よ
か
っ
た

と
て
も
学
び
の
多
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
し
た
。
特
に

合
同
で
受
け
ら
れ
た
会
計
の
講
座
が
と
て
も
良
か
っ

た
で
す
●
初
心
者
に
必
要
な
知
識
が
何
で
あ
る
か
分

か
り
ま
し
た
●
法
人
事
務
の
内
容
が
多
く
、
中
身
の

濃
い
も
の
で
し
た
。
●
今
回
は
法
人
事
務
を
受
講
し
、

内
容
は
と
て
も
充
実
し
て
感
謝
。
2
日
目
の
小
田
原

教
会
巡
り
も
大
変
興
味
深
く
良
か
っ
た
で
す
●
ゆ
と

り
の
あ
る
時
間
割
だ
っ
た
の
で
参
加
し
や
す
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
Ａ
ク
ラ
ス
で
し
た
が
、
２
日
目
の
特

参
加
し
て

 
と
て
も
よ
か
っ
た

第43回研修会
参加者の声から

2019年　法人事務・会計実務研修会　プログラム紹介（10月23〜25日）
13：00 〜　交流会（小田原教会巡り、芦ノ
　　　　　湖散策、箱根の美術館見学など）
17：00 〜　特別講義
　　　　　　　　　夕　食
20：30 〜　懇親会（自由参加）

　　自由時間／自習時間（温泉）

▶第三日目（10月 25日金曜日）
  7：00 〜　朝の礼拝

朝　食
  9：00 〜　第 3回目の講義（法人・会計別）
11：15〜　全体まとめ・質疑応答など
11：45 〜　閉会礼拝　　　　　昼食・解散

▶第一日目（10月 23日水曜日）
14：30 〜　開会礼拝・オリエンテーション
15：00 〜　第１回目の講義（法人・会計別）

途中に休憩があります
夕　食

17：30 〜　懇親茶話会／懇親会（自由参加）
　　　　自由時間／自習時間（温泉）

▶第二日目（10月 24日木曜日）
  7：00 〜　朝の礼拝

朝　食
  9：00 〜　第 2回目の講義（法人・会計別）

昼　食
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１　
時
間
と
空
間
を
支
配
す
る
天
皇
制
は

何
処
に
？

　
古
代
の
王
や
権
力
者
は
、
神
に
代
わ
っ

て
こ
の
世
界
の
空
間
と
時
間
を
支
配
す
る

権
力
を
誇
示
し
ま
し
た
。
し
か
し
二
十
一

世
紀
の
現
在
、
神
権
天
皇
制
は
「
擬
制
」

と
し
て
、
古
く
か
ら
の
慣
習
を
象
徴
天
皇

制
に
置
き
換
え
、
な
お
存
続
し
て
い
ま
す
。

　
神
権
天
皇
制
の
復
活
を
真
剣
に
求
め
る

人
々
も
い
ま
す
。
生
前
退
位
の
意
志
表
明

に
対
し
て
、
日
本
会
議
な
ど
か
ら
猛
然
と

起
こ
っ
た
批
判
の
中
に
そ
れ
を
伺
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
し
か
も
そ
れ
は
、
現
在
の

安
倍
政
権
の
改
憲
志
向
と
重
な
っ
て
、
無

視
で
き
な
い
勢
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
現
憲
法
に
基
づ
く
戦
後
民
主

主
義
や
象
徴
天
皇
制
と
、
復
古
的
な
神
権

天
皇
制
の
復
活
論
が
、
天
皇
の
生
前
退
位

を
め
ぐ
っ
て
激
し
く
衝
突
し
て
い
る
と
い

う
の
が
現
状
で
す
。
今
や
私
た
ち
キ
リ
ス

ト
者
は
、
生
前
退
位
の
意
志
表
明
に
よ
っ

て
提
示
さ
れ
た
象
徴
天
皇
制
を
ど
の
よ
う

に
評
価
す
る
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

２　
明
仁
天
皇
・
美
智
子
皇
后
の
「
慰
霊

の
旅
」
を
ど
う
評
価
す
る
か
？

　
明
仁
天
皇
は
、
そ
の
在
位
中
、
災
害
の

被
災
者
た
ち
へ
の
見
舞
い
、
国
内
だ
け
で

な
く
、
ア
ジ
ア
の
各
地
に
「
慰
霊
の
旅
」

を
続
け
て
き
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
は
強
い
意
志
を
読
み
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
彼
な
り
の
仕
方
で
こ
の
国
の

戦
争
責
任
を
担
お
う
と
し
て
来
た
の
で
は

な
い
か
と
私
は
観
ま
す
。
こ
の
国
が
一
貫

し
て
戦
争
責
任
を
曖
昧
に
し
、
明
確
な
姿

勢
を
と
ろ
う
と
し
な
い
中
で
、
象
徴
天
皇

と
し
て
精
一
杯
戦
争
責
任
の
問
題
に
つ
い

て
の
姿
勢
を
国
民
や
ア
ジ
ア
諸
国
の
人
々

に
示
そ
う
と
し
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、

象
徴
天
皇
制
に
つ
い
て
の
明
仁
天
皇
の
理

解
が
天
皇
個
人
の
資
質
に
依
拠
し
た
も
の

で
、
継
承
さ
れ
る
の
か
と
い
う
点
で
す
。

3
　
大
嘗
祭
と
は
何
か

　
大
嘗
祭
は
、
ま
も
な
く
11
月
23
日
に
行

わ
れ
る
新
嘗
祭
を
、
特
に
大
嘗
宮
を
造
営

し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
、
神
道
儀
式
が
、

「
皇
室
典
範
」
に
則
っ
て
、
戦
前
と
変
わ

る
こ
と
な
く
現
在
も
継
続
さ
れ
て
い
る
の

で
す
。
こ
れ
ら
一
連
の
皇
室
祭
祀
に
用
い

ら
れ
る
費
用
は
、皇
室
予
算
の
「
内
廷
費
」

か
ら
支
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
憲
法
に
定

め
ら
れ
た
「
政
教
分
離
」
や
、「
信
教
の

自
由
」
の
原
則
に
抵
触
し
ま
す
。

　
明
仁
天
皇
は
憲
法
を
守
り
、
戦
後
民
主

主
義
の
枠
の
中
で
の
象
徴
天
皇
制
の
在
り

方
を
模
索
し
て
き
た
こ
と
は
事
実
で
し
ょ

う
。
し
か
し
一
方
で
、
皇
室
は
戦
前
以
来

変
わ
る
こ
と
な
く
皇
室
祭
祀
を
温
存
し
て

き
ま
し
た
。
神
権
天
皇
制
と
民
主
的
象
徴

天
皇
制
の
両
極
の
い
ず
れ
の
道
に
も
対
応

で
き
る
よ
う
に
し
て
き
た
の
で
す
。
そ
こ

に
大
嘗
祭
の
問
題
が
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　
私
た
ち
キ
リ
ス
ト
者
は
、
こ
の
問
題
に

つ
い
て
無
関
心
で
あ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
で
し
ょ
う
。
皇
室
祭
祀
問
題
と
正
面
か

ら
向
き
合
う
、
そ
こ
に
宗
教
者
と
し
て
の

責
任
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

昨年の講演会で、天皇の生前退位と
来たるべき大嘗祭について語っていた
だきました。いま私たちが理解してお
かなければならない問題点を、改めて
戒能先生に解説していただきました。

神権天皇制と民主的象徴天皇制の狭間で…
平成天皇の生前退位と大嘗祭

戒
かい

能
のう

 信
のぶ

生
お

先生　日本基督教団 千代田教会牧師

定例講演会
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　日本宗教連盟は日本の主要な宗教団体の内、
5 つの団体が連合した組織である。相互に協
力し合って、宗教文化に関する振興事業を
行っています。加盟団体は、教派神道連合会、
全日本仏教会、新日本宗教団体連合会、神社
本庁、日本キリスト教連合会です。
　現在取り組んでいることの一つは日本年金
機構が厚生年金未加入の法人へ加入促進の強
引な働きかけを行っている事案です。この件
についての詳細は 6 〜 7 頁をご参照くださ
い。近々全国の宗教法人に厚生労働省から「実
体に関するアンケート」が実施される予定で
す。本連合会としても協力する意向です。

　もう一つは、宗教の「公益性」の課題で
す。宗教法人法やその他民法にも、宗教法人
が「公益法人である」とは謳われていません。
1995 年の国会での「宗教法人に関する特別
委員会」における文化庁長官の答弁「一般に
は公益法人と考えている」が唯一の拠所です。
憲法で保障されている信教の自由に基づいて
活動している宗教団体が、一定の要件を満た
したとき、「宗教法人」と認証されます。そ
こには、宗教法人が広く一般社会に貢献して
いるという暗黙の了解があります。この点に
ついて、税法上の優遇措置等を含め、各宗教
団体に自覚を促していく必要があります。

日本宗教連盟
東京都宗教連盟

理念は　信教の自由と政教分離の精神のもと
　　　　他宗教との相互理解と協調をめざす
　　　　宗教の社会的役割を高める諸活動を

　　　　日本宗教連盟からの報告とお知らせ　　常任委員　道家紀一

　東京都宗教連盟は、日本キリスト教連合会
の他、東京都仏教連合会、東京都神社庁、東
京都教派神道連合会、新宗連東京都協議会、
日本宗教連合会の計６団体で構成されていま
す。最近の話題を３点ご報告致します。
⑴ 毎年恒例の「宗教法人実務研究協議会」
が 11 月 29 日（木）に開催されました。今
回の研修のメインテーマは、宗教法人と固定
資産税を巡る諸問題で、東京都主税局資産税
部固定資産税課の講師と共に、都宗連参与で
日キ連法務顧問でもある櫻井圀郎氏（宗教法
および宗教経営研究所所長教授）が講師に立
ち、議論が行われました。

⑵ 法人格を持つ宗教団体宛に年金事務所から
「厚生年金保険・健康保険の加入」を進める書
類が送付されている件への宗教界の対応が進め
られています。小規模の宗教法人への無理解が
背景にあると懸念されています。詳しくは、6
ページの櫻井氏の記事をご覧ください。
⑶ 東京都と連携して、「防災対策連絡会」が設
置され、「都内宗教施設における平常時・災害
時の受け入れ体制調査」が実施されました。こ
れに基づき、12 月 7 日に「首都防災×宗教施
設シンポジウム」が開かれました。従来から意
識されている、東京オリンピック開催時の宗教
的対応・連携については今後の課題のようです。

東京都宗教連盟からの報告　　常任委員　廣瀬 薫



●
「
厚
生
年
金
問
題
」
と
は

　
2
0
1
4
年
頃
か
ら
、
全
国
各
地
の
宗
教
法

人
に
対
し
て
、
日
本
年
金
機
構
の
各
地
方
年
金
事

務
所
か
ら
、
厚
生
年
金
へ
の
加
入
手
続
き
を
求
め

る
督
促
状
が
届
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
言
い
分
は
、
⑴
「
す
べ
て
の
法
人
が
適
用

事
業
所
で
あ
り
、
厚
生
年
金
へ
の
加
入
は
法
律
上

の
義
務
で
あ
る
」、
⑵
「
宗
教
法
人
も
法
人
で
あ

る
以
上
、
強
制
加
入
で
あ
る
」、
⑶
「
厚
生
年
金

へ
の
加
入
は
強
制
で
あ
り
、
任
意
に
手
続
き
し
な

い
な
ら
、
財
産
を
差
押
え
る
」
な
ど
と
い
う
、
極

め
て
高
圧
的
な
も
の
で
し
た
。

　
中
に
は
、
公
文
書
に
あ
り
え
な
い
、
ロ
ー
ン
の

取
立
業
者
の
よ
う
な
、
赤
字
で
印
字
さ
れ
た
文
書

が
送
り
つ
け
ら
れ
た
例
も
あ
り
ま
す
。
必
ず
し
も

法
律
的
な
知
識
が
十
分
で
は
な
い
牧
師
・
住
職
・

宮
司
ら
は
、
こ
れ
に
怯
え
、
大
慌
て
で
年
金
事
務

所
に
駆
け
込
み
、
言
わ
れ
る
ま
ま
に
、
書
類
に
記

名
押
印
し
た
例
も
多
数
に
及
ん
で
い
ま
す
。

●
「
厚
生
年
金
」
と
は

　
「
厚
生
年
金
」
と
は
、「
労
働
者
の
老
齢・障
害・

死
亡
」
に
保
険
給
付
を
行
い
、
労
働
者
と
そ
の
遺

族
の
生
活
の
安
定
と
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
政

府
管
掌
の
制
度
で
す
（
厚
生
年
金
保
険
法
1
条
・

2
条
）。

　
そ
の
厚
生
年
金
の
適
用
事
業
所
は
、
㋑
「
常
時

５
人
以
上
の
従
業
員
」
を
使
用
す
る
個
人
の
16
の

事
業
の
事
業
所
、㋺
「
常
時
１
人
以
上
の
従
業
員
」

を
使
用
す
る
法
人
の
事
業
所
、
㋩
国
・
地
方
公
共

団
体
の
事
業
所
、
㋥
船
員
が
乗
り
込
む
船
舶
、
㋭

大
臣
の
認
可
を
受
け
た
事
業
所
で
す
（
6
条
）。

　
ま
た
、
厚
生
年
金
の
被
保
険
者
は
、
Ⓐ
適
用
事

業
所
に
使
用
さ
れ
る
70
歳
未
満
の
者
と
、
Ⓑ
大
臣

の
認
可
を
受
け
た
者
で
す
（
10
条
・
11
条
）
が
、

ⓐ
臨
時
、
ⓑ
所
在
地
不
定
の
事
業
所
、
ⓒ
季
節
業

務
、
ⓓ
臨
時
的
事
業
、
ⓔ
短
時
間
労
働
に
使
用
さ

れ
る
者
は
適
用
除
外
で
す
（
12
条
）。

　
厚
生
年
金
は
労
働
者
の
た
め
の
制
度
で
す
か
ら
、

厚
生
年
金
の
適
用
さ
れ
る
者
は
、
当
然
に
、「
労

働
の
対
償
」
と
し
て
の
賃
金
な
ど
を
受
け
る
「
労

働
者
」
に
限
ら
れ
ま
す
。

●
聖
職
と
労
働

　
「
宗
教
法
人
」
は
「
宗
教
団
体
が
礼
拝
の
施
設

そ
の
他
の
財
産
を
所
有
し
、
こ
れ
を
維
持
運
用

…
…
す
る
こ
と
に
資
す
る
」
た
め
の
法
人
で
あ
り

（
宗
教
法
人
法
１
条
）、「
宗
教
団
体
」
と
は
「
宗

教
の
教
義
を
ひ
ろ
め
、
儀
式
行
事
を
行
い
、
及
び

信
者
を
教
化
育
成
す
る
こ
と
」（
宗
教
活
動
）
を

主
た
る
目
的
と
す
る
団
体
で
す
（
２
条
）。

　
日
本
国
憲
法
で
定
め
ら
れ
た
「
信
教
の
自
由
」

（
20
条
）
に
よ
り
、
宗
教
法
人
に
つ
い
て
は
「
聖

俗
の
分
離
」
が
重
要
な
原
則
と
さ
れ
て
お
り
、
国

家
の
法
律
に
基
づ
く
宗
教
法
人
の
事
務
は
「
財
産

管
理
」
な
ど
「
世
俗
の
事
務
」
に
限
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
し
ば
し
ば
誤
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
宗
教

法
人
と
は
宗
教
活
動
を
行
う
法
人
」
で
は
な
く
、

「
宗
教
活
動
を
行
う
宗
教
団
体
」の「
世
俗
の
事
務
」

を
行
う
の
が
宗
教
法
人
な
の
で
す
。

　
教
会
で
言
え
ば
、
宗
教
活
動
は
司
祭
・
牧
師
な

ど
の
司
牧
・
牧
会
す
る
教
会
が
行
い
、
そ
の
財
産

管
理
な
ど
を
宗
教
法
人
が
担
当
し
て
い
る
の
で
す
。

当
然
に
、
教
会
が
宗
教
法
人
の
上
に
あ
る
の
で

あ
っ
て
、
教
会
が
宗
教
法
人
の
下
に
あ
る
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
法
律
上
も
、
宗
教
法
人
を
代
表
す
る
の
は
代
表

役
員
で
す
（
18
条
）
が
、
代
表
役
員
に
は
、「
宗

教
上
の
機
能
に
対
す
る
い
か
な
る
支
配
権
も
そ
の

他
の
権
限
も
」
な
く
（
18
条
６
項
）、
宗
教
法
人

6

教会と厚生年金問題
日本キリスト教連合会常任委員会法務顧問　櫻井 圀郎　

　

前
回
の
会
報
で
櫻
井
圀
郎
先
生
に
「
厚
生
年
金

加
入
問
題
『
労
働
と
聖
務
』を
巡
っ
て
」と
題
し
て
、

厚
労
省
・日
本
年
金
機
構
に
よ
る
厚
生
年
金
加
入
の

問
題
点
を
取
り
上
げ
て
執
筆
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。今
回
は
、問
題
の
核
心
は
何
か
、そ
れ
を
ど
う
理

解
し
た
ら
よ
い
の
か
を
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。



が
宗
教
活
動
を
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
当
然
、
代
表
役
員
に
は
、
司
祭
・
牧
師
な
ど
を

任
命
・
雇
用
・
使
用
す
る
権
限
は
な
く
、
司
祭
・

牧
師
な
ど
が
代
表
役
員
の
指
揮
命
令
下
で
労
働
に

従
事
す
る
こ
と
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。「
聖
職
と
労

働
」
の
分
離
で
す
。

●
厚
生
年
金
の
非
適
用

　
司
祭
・
牧
師
な
ど
や
も
っ
ぱ
ら
宗
教
活
動
の
た

め
に
教
会
に
使
用
さ
れ
て
い
る
者
は
宗
教
法
人
に

使
用
さ
れ
て
い
る
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
厚

生
年
金
の
被
保
険
者
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
も
っ
ぱ
ら
世
俗
の
事
務
を
行
う
た
め

に
宗
教
法
人
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
事
務
員
な
ど
が

あ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
の
者
に
つ
い
て
は
厚
生

年
金
が
適
用
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
点
を
看
過
し
た
厚
労
省
や
年
金
機
構
の
手

続
き
は
誤
っ
て
お
り
、
小
職
は
、
当
初
か
ら
こ
の

点
を
主
張
し
て
き
ま
し
た
が
、
２
０
１
８
年
3
月

１
日
、
厚
労
省
年
金
局
担
当
官
と
、
日
本
宗
教
連

盟
事
務
局
長
、
東
京
都
宗
教
連
盟
理
事
長
、
東
京

都
神
社
庁
庁
長
と
の
協
議
の
場
に
お
い
て
、
こ
の

点
を
縷
々
説
明
し
、
今
後
の
協
議
を
重
ね
る
こ
と

及
び
そ
れ
ま
で
の
間
、
宗
教
法
人
の
厚
生
年
金
問

題
は
棚
上
げ
と
す
る
こ
と
の
合
意
を
得
て
お
り
ま

す
。

7

続 提言

武力によらない平和を作る戦いについて
総会講演会　#ピースメーカーズ

　2019 年 4 月 22 日、日本キリスト教連合

会総会の講演会に、立憲民主党の衆議院

議員、山川百合子氏をお迎えしました（日

本アッセンブリーズ・オブ・ゴッド教団草加神

召キリスト教会員）。「隔ての壁」を超える

政治を目指して「武力によらない平和をつく

る」にはどうしたらよいのか、「＃ピースメー

カーズ」を掲げながら、ご夫妻で取り組む

その苦闘と喜びを聞かせていただきました。

定例講演会のご案内

日時：2019 年 9 月 30 日（月）午後 6 時から　
会場：日本基督教団キリスト教会館 4 階会議室　東京都新宿区西早稲田2−3−18

テーマ「天皇代替わりに際して−改めて天皇制を考える」
　　　講師は 上

かみ
中
なか

 栄
さかえ

先生（日本ホーリネス教団 元住吉キリスト教会 牧師）
＊事前の参加申込は必要ありません。どなたでもご参加ください。
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編集後記
　会報の発行が大幅に遅れましたことを、ま
ずお詫び申し上げます。
　昨年の定例講演会は、戒能信生先生から「天
皇の生前退位」に見られる天皇制の課題につ
いて語っていただきました。タイムリーな学

びとなりました。櫻井圀郎先生には「厚生年
金加入問題」についてご寄稿いただきました。
私たちがなぜ宗教法人の加入問題にこだわる
のか、改めて理解を深めることができました。
定例講演会は貴重な情報共有の機会です。ぜ
ひご参加ください。　（編集担当　矢木良雄）

務の実践的な研鑽の機会です。紅葉の美しい
箱根で、ごいっしょに学びましょう。

　新たな講師陣が加わって、さらに充実した
学びが続けられています。法人事務、会計実

日本キリスト教連合会News

●日本キリスト教連合会役員（2019 年度）
　委員長　　石橋秀雄（日本基督教団）
　副委員長　道家紀一（日本基督教団）
　常任委員　久保公平（日本バプテスト連盟）
　　　　　　滝田浩之（日本福音ルーテル教会）
　　　　　　矢萩新一（日本聖公会）
　　　　　　広瀬　薫（日本同盟基督教団）
　　　　　　本田勝宏（日本アッセンブリーズ・オブ・ゴッド教団）
　　　　　　大水文隆（カトリック中央協議会）
　　　　　　矢木良雄（イムマヌエル綜合伝道団）
＊日本キリスト教連合会へのお問い合わせは
169-0051
東京都新宿区西早稲田2−3−18 日本基督教
団内「日本キリスト教連合会」へ。

▼日本キリスト教連合会の活動
・年6回の常任委員会
　4月、5月、7月、9月、11月、2月（変更あり）
・年2回の定例会（2月と9月に開催）
・法人事務・会計実務研修会（秋に開催します）
・「会報」を随時発行し、情報をお届けします

2019年10月23日〜25日　法人事務・会計実務研修会を開催

　21 世紀がこんなにもたいへんな時代になるとは、想像もできま
せんでした。被造物のすべてが共にうめき、苦しんでいるのを日々
目の当たりにしています。現代にあって、平和を実現する教会と
なるために、互いに心を合わせ、祈りを合わせたいと思います。

日本キリスト教連合会としての取り組み
多くの懸念材料のある中で、信教の自由と平和を守るた
め、何よりも主の栄光が現されるため、活動します。


